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日・米・英・仏・独/教科書で学ぶ「国土とインフラ」

[第8回]アメリ力の地理-歴史教科書から学ぶ②

一合衆国地理教科書に描かれている北米発展の歴史一

アメリカ合衆国成長の歴史とフロンテイ ア

日本とアメリ力合衆国との外交関係は， 18 54年

の日米和親条約の締結によって始まりますが， その

切っ掛けとなった前年の黒船来航の背景には， アメ

リ力合衆国という国家の成長の歴史がありました。

入植・植民地時代(17� 18世紀)はイギリス系・

フランス系・オランダ系の移民とアフリ力系の奴隷，

18世紀中頃からはドイツ系・アイルランド系の移

民， その後第二次世界大戦まではイタリア系- ユダ

ヤ系・ スラブ系の移民 そして第二次世界大戦後は

アジア系 ラテ ンアメリ力系の移民というように，

アメリ力合衆国はいすれの時代も世界中から多くの

移民を受け入れてきました。そしてその移民たちは，

アメリ力という壮大な国土を自らの永住の地と定め

るとともに，さらにより良い生活を求めて， 西部へ，

北部へと大陸を移動していきました。 17世紀初め

のイギリス植民地建設と同時に始まり， 1890年

のいわゆる「フロンティアの消滅」をもって終わり

を告げた「西部開拓」の歴史はその最たるもので，

広大で豊かな天然資源に恵まれた西部に「成功の機

会」を求めて， 多くのアメリ力人が移住しました。

との西部開拓を可能としたのが， 道路や運河・

大陸横断鉄道とい っ たイ ンフラストラクチャー

(infrastructure)の整備であり， 一方で， フロ ン

ティア消滅は， 太平洋進出という新たなフロンティ

アを求める気運を高めました。

「世界地理J教科書で詳説される インフラ整備の

効果

米 国 の 教育出版社(McDou gal Littell社) が発

行 し ている高校地理教科 書rWorld Geography 

2009.1の北米地誌の単元では， <テーマ①>ア

メり力大陸への先住民の入植と農業による国土の改

68 

国土学アナリスト 森田康夫

変， <テーマ②>都市の建設(地下空間利用が進む

寒冷地 モントリオール， スブロール化が進むロサ

ンゼルス)， <テーマ③>距離の克服(内陸運河， 大

陸横断鉄道， 高速道路ネットワークの整備)の3事

例が取り上げ5れ， I人と環境との関わり」に関す

る詳細な説明がなされています。 <テーマ③>に関

する教科書記述は次の通りです。

街道と内陸水路

(TRAILS AND INLAND W A TERW A YS) 

- ヨーロッパから入植した移民たちは大西洋沿岸部

にコ口二一(植民地)を建設し，そこを起点として，

ナショナル- ロード(National円oad)， ウイル

夕、ネス・ ロード、(Wilderness Road) ， オレゴ

ン街道(Oregon Trail)， サンタフ工街道(Santa

Fe Trail)等の街道や ミシシッピ川， オハイ オ

川等の内陸水路を使って内陸部(西部)に移動して

いきました。

-また， 彼らは水路を接続するために， 運河のネッ

トワークを構築していきました。 1825年に開通

した工り 運河(Erie Canal)は， 五大湖と大西

洋の聞の舟運を可能にした最初の運河です。

- 北ア メリ力における 最も重要芯深水 舟運ルー

米国の中学/高校「地理」教科書
[McDougal Littell社]
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セントローレンス海路

卜「セ ン トローレ ンス海路CSaint Lawrence 

Seaway)Jは， 大西洋から五大湖のスペリオル

湖まで船が航行できる海路で， 米国と力ナ夕、の合

同プロジェク卜として 1950年代 に完成しまし

た。 当該海路は， 多くの閉門の水位調整(約600

フィー トの上下移動)を行うととにより， 巨大な

外洋航海船を北アメリ力の工業・農業中心地まで

航行させることを可能にしました。

大陸横断鉄道

(TRANSCONTINENTAL RAILROADS) 

- 蒸気機関車と鉄道の整備により， 大西洋岸から太

平洋岸までの大陸横断が迅速かつ容易になりまし

た。

-鉄道建設は北部アメり力において19 世紀初頭か

ら始められましたが， 大陸を横断する鉄道を建設

するためには， 国土の厳しい自然条件(ロッキ 一

山脈など)を克服する， 具体的には森林を切り聞

き， 渓谷に橋を架け， 山脈にトンネルをくり買い

ていく必要がありました。

- 最初のアメリ力大陸横断鉄道は 1869 年に完成

し， モン トリオールからブリティッシユ・ コロ

ンビアに至るトランス - カナダ・レイルロード

CTrans-Canada Railroad)は188 5年に完成し

ました。

- これ5の幹線鉄道ネットワークは， 大量の物資や

旅客を運ぶことにより， 経済発展や国家統一に寄

与してきました。

今日では， アメリ力の鉄道ネットワークは世界第
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一位であり， 力ナ夕、のそれは世界第三位となって

います。

高速道路ネットワーク

(NATIONAL HIGHWA Y SYSTEMS) 

. 20世紀初頭からの自動車社会の到来によって道

路建設に拍車がかかり， 今日では， アメリ力圏内

に約400万マイル， カナダ圏内に約 56万マイル

の道路ネッ トワークが構築されています。

-南部地域に人口が集中している力ナダでは， 国土

の南部に位置する各都市を東西に結13\高速道路

ネットワー クが整備されました。 カナダの主要

幹線道路であるトラ ンス・力ナ夕、・ハイウェイ

CTrans-Canada Highway)は， 大西洋岸のセン

ト・ジョンズ(二ユ ・ファンドランドチ卜1)か5太

平洋岸のピクトリア(ブリテ ィッシュ- コロンビ

ア州)に至る約4，860マイルの延長を有していま

す。

- 方， アメリ 力 で は， 46，000マ イ ル以上の

州間高速道路イ ンター ステート・ハイ ウェイ

Clnterstate Highway)ネットワークが国土を縦

横無尽に走っており， 1950 年代以降は， 力ナ

ダやメキシコとのネッ トワーク接続も進められて

います。

インフラ整備の果実「パクス ・ アメリカーナ」

国土保全やインフラ整備を支える「土木工学」は

英語では "Civil Engineering" と表現されますが，

その語源をたどると「土木」は “civilization" に

通じていて， "Civil Engineering" は文明化のため

の工学(文明工学)と訳してもおかしくありません。

パクス アメリ力一ナ(超大国アメリ力合衆国の覇

権が形成する平和)は， アメり力人による国土への

働きかけ(土木工学)の成果であり， 内陸運河， 大陸

横断鉄道， 高速道路ネットワークといった交通イン

フラ整備の果実であると言えます。

[次号「アメリ力の地理・歴史教科書か5学ぶ③

合衆園地理教育の特徴と地理教科書に描か

れた日本のすがた」につづく]
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